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はじめに

本書は、人事異動で初めて生活保護の現場、福祉の現場を経験する人
に向けて、生活保護ケースワーカーの仕事をより良く実践するための方
法を、具体的な事例を元にお伝えする一冊です。

本書を手に取られた方は、実際に生活保護ケースワーカーとして仕事
を始め、次にどうすればよいか、どう仕事をすすめていけばよいかと感
じている方だと思います。
そう悩むのも当然で、生活保護は「最後のセーフティネット」と例え
られ、他の法律や制度による保障では賄いきれない部分を全てカバーし
ています。そのため生活保護ケースワーカーは、担当する被保護者を援
助するために、色々なことを学びそれを実践しなければなりません。ひ
とりが扱う範囲は非常に広く、そして掘り進めると深いものなので、新
人ケースワーカー、特に過去の私のように「福祉知識ゼロ」で、生活保
護の担当に異動してきた人は何から手を付ければよいか悩んでしまうこ
とかと思います。
本当であれば、一人ひとりのケースワーカーがじっくりと生活保護制
度、様々な福祉施策、そして対人援助の技法などを学ぶ時間があればよ
いのですが、慢性的な人不足、短期間での人事異動もあって、なかなか
そういった時間を取ることもできないでしょう。

そこで本書では、生活保護ケースワーカーが抱えるつまずきを解消す
るために、現場で感じるつまずきを整理して、その内容ごとに仕事にそ
のまま活用できる実践的な取り組み方を紹介します。

CHAPTER 1 ：ケースワーカーが抱えるつまずきの整理
CHAPTER 2 ：ケースワーカーの仕事をざっくりと振り返り
CHAPTER 3 ：被保護者への助言・指導の取り組み
CHAPTER 4 ：被保護者からの相談や面接への取り組み
CHAPTER 5 ：家庭訪問をスムーズに行う取り組み
CHAPTER 6 ：保護記録をうまく書くための方法
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CHAPTER 7 ：仕事が多すぎると感じるときの対応
CHAPTER 8 ：ケースワーカーから集めた質問

これらを、実際に私が用いていた方法などを交え、皆さんの仕事に応
用できるようにわかりやすい形で収めました。どのCHAPTERから読
んでもよい構成になっているので、自分が今つまずきを感じているとこ
ろから読むのもおすすめします。

本書はいわば実践編ですので、ケースワーカーの仕事に就くときの心
構えや、最初に感じる壁を乗り越えるための仕事の基礎を知りたい方
は、姉妹著である『福祉知識ゼロからわかる！　生活保護ケースワー
カーの仕事の基本』（学陽書房／ 2022）を読んでみてください。

ケースワーカーの仕事は、少し慣れたときにこそ悩み事が増えてきま
す。そんなときに本書が悩み事を解消できるきっかけ、処方薬になれれ
ば嬉しいです。
より良い生活保護ケースワーカーの実践になりますように。

2023年 4 月
 山中 正則

  凡例   本書では関係通知等を略称して次のように表記しています。
［ 告 ］： 厚生省告示（昭和38年4月1日厚生省告示第158号「生活保護法による保護の基準」）
［ 次 ］： 厚生事務次官通知（昭和36年4月1日厚生省発第123号厚生事務次官通知「生活

保護法による保護の実施要領について」）
［ 局 ］： 厚生省社会局長通知（昭和38年4月1日社発第246号厚生省社会局長通知「生活

保護法による保護の実施要領について」）
［問答］： 厚生省社会局保護課長通知（昭和38年4月1日社保第34号厚生省社会局保護課長

通知「生活保護法による保護の実施要領の取扱いについて」）（一般的に「課長
問答」と呼ばれるもの）

［別冊問題集］：『生活保護手帳別冊問答集』（中央法規）
　法　：生活保護法
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1

問診　元気に働けていますか？

こんにちは。あれっ、浮かない顔をされていますね。どうかされまし

たか？　仕事がうまくいっていない……気がする、ですか。

ケースワーカーの仕事もようやく覚えて、面接や事務もこなしてはい

るんだけどなんだか疲れる、と。そうですね、あなたが疲れているこ

と、うまくいっていないこと、聞かせていただけませんか？　少しは私

もお役に立てるかもしれません。

ケースワーカーの仕事の大変さ

「ケースワーカーって大変だね」と友人、知人によく言われます。

「そうだよ、大変なんだよ」と思う方も多いでしょう。では、「どんな

こと」が大変なのでしょうか？

生活保護ケースワーカーの仕事は、生活保護制度を利用する被保護者

と接し、支援する対人業務です。被保護者が直面する様々な状況を支援

するためには、福祉分野全般にわたる専門的な知識が必要になります。

また、ケースワーカー 1 人で大体80世帯、場合によってはそれ以上の

世帯を担当するので、生活保護費の支給など規則的な事務処理も、毎

月、スムーズに素早くこなさなければなりません。

そういった「ヒト」「仕事内容」「仕事量」などの複合的な要素が混じ

り合って積み重なるので、ケースワーカーの仕事の大変さを一言で説明

仕事、うまくいって
いますか？
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するのはとても難しいことです。

自分の「お疲れ」に早めに気付こう

ケースワーカーに限らずどんな仕事でもそうかもしれませんが、 1年

目には手取り足取り教えてくれた先輩も、次の新人が入ってくるとそち

らの教育に手一杯になります。時にはあなたがその新人の教育係になる

こともあるでしょう。

ケースワーカーは担当制をとっているので、 1人で判断したり、処理

したりしないといけないことが多くあり、先輩や周囲の同僚がそれを十

分にケアすることは難しいです。そのため、仕事に少し慣れたとき、

「ちゃんとこなしているはずなのにうまくいかない」「何かが足りない」

といった自分でもきちんと説明できないズレが生じることがあります。

物理的に仕事が多かったり、難しいケースを抱えていたりと、目に見

える大変さは、自分でも気付くことができますが、こういった原因が特

定しづらい、ちょっとしたズレはなかなか気付くことができません。

そして、そのズレをそのままにして仕事を進めていると、知らず知ら

ずのうちに「何が原因かわからない疲れ」が溜まってしまいます。

ケースワーカーとして仕事に慣れてきたときにこそ、こういった自分

の「疲れ」に敏感になって早めに気付き、自身の体や心をいたわってあ

げましょう。そうすることで、より良い仕事に励むことができます。ま

ずは、あなた自身がどんな仕事をしていて、どんなことが負担になって

いるかに気付くところから始めましょう。

仕事のステップアップは、
まずあなたの「お疲れ」に気付くことから

これから仕事を頑張りたいあなたへの処方箋
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1

相談、面接は得意ですか？

相談、面接が得意な人はいますか？　私は苦手でした。家庭訪問をす

るときや生活保護の申請相談に来る人と話をするときは、いつも心臓は

バクバク、顔は強ばって、必要以上に体に力が入っていました。

　どうしてそんなことになるかというと、「うまく解決策を答えること

ができないのでは？」という不安が原因ではないでしょうか。

他課の窓口業務で住民から相談を受けるときは、相談される内容が比

較的明確で、対応方法も概ね決まっています。一方で被保護者からの相

談は、何の相談か、どの分野の相談かが不明確なことが多く、時には生

活保護制度外のあらゆる分野に及びます。そうなると、ケースワーカー

にはちんぷんかんぷんのこともあります。

多くのケースワーカーはそんな状況でも、「被保護者への助言・指導

が自分の『仕事』だから」と、きちんと理解しないままに被保護者の問

題を自分の問題と考えて最終的な解決策を探すことに奔走しがちです。

しかし、やはりその状況で解決策を見つけることは難しく、「苦手」と

感じてしまうのです。

解決するよりも解決に至る行動を知ることが大切

　相談・面接では「解決しなきゃ」という気持ちは一旦脇に置いておい

て、相談ごとのポイントを整理して、同僚やＳＶに自身の言葉で説明・

相談ごとを「解決する」より
大事なことがある
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相談できるくらいに理解することを目指しましょう。

　きちんと理解すると、同僚やＳＶに説明するときにも、被保護者の立

場に立って相談することができます。また、そうするとケースワーカー

ができること、できないこともはっきりとしてくると同時に、被保護者

がすべきことも整理でき、助言内容も明確になります。

　「解決する」というのは結果であって、そこにたどり着くまでの行動

が必要です。相談者は「解決する」という結果のみを求めるかもしれま

せんが、全ての相談に解決策を用意するのがケースワーカーの仕事では

ありません。沿道のサポーターの立場であるケースワーカーにとって必

要なのは、「解決する」ために誰が（どこが）どんな行動をしなければ
いけないのかを理解して、それを被保護者に伝えることです。そして、
解決に向けて被保護者が自走できるよう助言や指導も行います。

　「解決する」という結果ではなく、そこを目指すための行動に焦点を

あてて相談に対応しましょう。

 「どう行動するか」のイメージ

（子どもの）学校で色々と買わないと
いけないのだけれど、生活保護費で
出せますか？

え？　そんなの出せる
わけないでしょ。あれ？
生活保護手帳に何か
そんなのあったかな？

色々って何がいるんだろ？
教科書代とかは支給したし、
まずは何を買う費用か

聞かないと。

答えを決めつけたり解決策を
探すのではなく、まずは、しっ
かりと相談ごとを整理して、
具体的な内容まで落とし込む

「解決する」ことよりも
そのためにどう行動するかを考えることが大切

相談ごとに苦慮するあなたへの処方箋
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2

定期の家庭訪問は、被保護者と日程を調整するべきでしょうか？

行く日を決めていくと、普段の生活状況が見られないのではないで

すか？

不在時の二度手間を回避したほうがよい

　私は被保護者の普段の状況を観察したいため、あまり家庭訪問の日程

調整をしていませんでした。ですが、10年くらい続けていて、途中で「こ

れはあまり意味がないな」と思うようになりました。

　約束して家庭訪問を行った場合、被保護者はその日に合わせて部屋を

片付けたりするかもしれません。その状態は、普段の生活状況ではない

のかもしれませんが、それには援助方針が大きく変わるほどの差がある

でしょうか？　CHAPTER 5で紹介したとおり、家庭訪問時に見るべ

きこと、聞くべきことは多岐にわたります。被保護者が片付け忘れたも

のや変化に気付くかも知れません。

日程調整せず家庭訪問をして不在だった場合、定期家庭訪問をした回

数にカウントされず、再度、家庭訪問をしないといけません。多くの被

保護世帯を担当しているケースワーカーにとっては、その二度手間を回

避して、見るべきこと、聞くべきことに集中したほうがよいでしょう。

家庭訪問は事前に日程
調整すべきですか？

定期の家庭訪問は、被保護者と日程を調整するべきでしょうか？

行く日を決めていくと、普段の生活状況が見られないのではないで

すか？
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定期と臨時の家庭訪問を使い分ける

　では、全ての被保護者に約束をして訪問日時を決めたほうがよいかと

いうとそれも違います。定期の家庭訪問とは違って、必要に応じて行う

臨時の家庭訪問は、あらかじめ約束をしないこともあってよいでしょう。

例えば、居住実態が疑われる被保護者の場合などは、事前に訪問日程

がわかっていると、そのときだけ、その家にやってきてケースワーカー

を迎えることになります。このような場合には定期の家庭訪問とは別

に、臨時の家庭訪問をすることで、本当にそこで暮らしているのかな

ど、「普段の（住居の）状況」を確認することができます。電気・ガス・

水道などのライフラインの使用状況や、郵便受けのチラシの溜まり具合

など、被保護者の不在時にしかわからない違いを見つけておけば、適正

な保護の実施に役立ちます。

　訪問の目的が違うと、すべきことも違ってきます。日程調整すべき

か、そうでないかも目的によって違います。

ケースワーカーも被保護者も負担が少ないほうがよい

　定期家庭訪問の目的は生活状況の「把握」であって「監視」ではあり

ません。日程調整のない家庭訪問はどうしても監視と取られる可能性が

あります。目的を持って行う定期家庭訪問は、ケースワーカー、被保護

者双方の心身の負担が少なくて済む方法を取りましょう。こうしたこと

を考えると、日程調整をしたほうがよいのではないでしょうか。

定期家庭訪問は日程調整をしたほうが
ケースワーカーも被保護者も心身の負担が減る

家庭訪問の日程調整が必要か悩むあなたへの処方箋


